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受験番号

性別

旧姓( )
男

昭和
平成
西暦

＊＊ 年 ＊＊ 月 ＊＊ 日

学年 第　　１ 学年 第　　2 学年 第 学年 第 学年

年度 年度 年度

教
科

科　目 評定
修得
単位数

評定
修得
単位数

評定
修得
単位数

評定
修得
単位数

国語総合 4 3 3 2

世界史Ａ 1 0
地理Ａ 3 2
現代社会 2 2

数学Ⅰ 3 3
数学Ⅱ 1 0 学年・年度 出席すべき日数 出席日数

数学Ａ 1 0 　１　学年

R2　年度

科学と人間生活 3 2 　２　学年

物理基礎 2 2 R3　年度

体育 2 3 1 0 学年

保健 3 1 2 １ 年度

美術Ⅰ 3 2 学年

年度

Ｃ英語Ⅰ 3 2 1 0
(編入学の場合は記入不要)

家庭基礎 2 2

工業技術基礎 4 3
情報技術基礎 3 2
工業数理基礎 3 2
（学）製図基礎 3 2

機械技術実習 ー ー
機械製図 1 ０

生産システム技術 ー ー
自動車工学 1 ０

（学） （学）ｷｬﾘｱｶﾞｲﾀﾞﾝｽ 1

30 7

学校名

所在地 〒 電話 ー ー

校長名 印 記載者名 印

理
科

保
体

芸
術

外
語

家
庭

工
業
・
共
通

本校への転入学を勧める理由(具体的に)

この「成績・単位修得証明書」の記載事項は事実と相違ありません。

令和5年　　　　　　月　　　　　　　日

備考：この書類は(　　　　)枚中の(　　　　)枚目

【お願い】学籍、学習、出席の記録は、過去に在籍してい
たすべての高校について記入してください。
○現在休学中の場合は、「出席の記録」の「欠席の主な理
由」欄に、期間とともに休学の旨必ず記入してください。
○欄が不足する場合、複写して複数枚とし、備考欄に枚
数を記入してください。この用紙は、本校通信制のホーム
ページからダウンロードすることも可能です。記入例もホー
ムページに掲載しております。
◎入学後の受講指導の重要な資料となります。科目名・単
位数等は必ず指導要録の記録と一致させてください。た
だし、修得には至らず、履修のみ認定した科目について
は、評定「１」、単位数は「０」としてください。

総合的な探究（学習）の時間

修得単位数の計

工
業
・
機
械
系

ガ
イ
ダ
ン
ス

国
語

鶴橋　次郎

　　　　　　　　　 　　　立　　　　　　　　　　      　　高等学校

｛ 全　定　通 ｝課程　　　　　　　　   　　科　　　　　　部

　　　　　　　　　　年　　　　月　｛　入学　転入学　編入学　｝

　　　　　　　　　　年　　　　月　　　　日　｛　退学　転学　｝

地
歴

公
民

数
学

成績・単位修得証明書　 大阪府立桃谷高等学校 通信制の課程

ふりがな 学籍の記録

名　　　前
　○○府　  立　　　△△△△工科 高等学校

｛ 全　定　通 ｝課程　　　　工業   　　科（機械系）部

　　令和２ 年　４　月　｛　入学　転入学　編入学　｝

　　　令和４　年　３　月　31　日
　　　　　　　　　｛　退学　　現在に至る(在学中）　｝

生年月日

各教科・科目の学習の記録

つるはし　じろう

R2　年度 R3　年度

183 165 体調不良

189 130 骨折による入院

出席の記録
欠席の主な理由

「編入学」（専門学科の場合）の記入例

貴

校

は

上

段

に

記

入

貴

校

は

上

段

に

記

入

複
写
し
て
使
う
場
合
は
枚
数
を
記
入

編入学の場合、

この欄の記入は必

要ありません。

各学年修得単位数の計を必ず記入

「Ｃ英語Ⅰ」履修 評定1/単位０

Ａ・Ｂ･Ⅰ･Ⅱの別

を必ず記入

「世界史Ａ」履修

評定1/単位０

「ｷｬﾘｱｶﾞｲﾀﾞﾝｽ」評定なし/

1単位修得

発行日・公印・記載者印・連絡先

電話番号等を明記してください。


